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明治大正期教育における幾何に関する男女差

正  田 良

Gender Differences in Geornetry lnstruction in the Early 20'n Century

Rio Snownnn

明治 ・大正期に義務教育ではないにしても、現在の中等教育の原型とも言えるものが形成される。しかし、

数学の幾何に関しては、男女差が甚だしく、不当な性差別が行なわれていた。その
一方で、師範学校女子部で

は時代を経るにつれて、師範学校男子部との差が軽減されていく。

この様子を、時間数や教育内容に関して、教育課程を調べ、また、教科書の緒言などの論調に関しても言及

する。

この男子に比べて劣るといえる条件の中にも、教科書に見られる教育的な工夫が為される余地があったこと、

つまり、新しい工夫の実験の場としての可能性を秘めていたことを指摘する。

1.幾 何の初歩という科目について

1886(明治 19)年 に尋常中学校の 「学科及其ノ程度」の中で、1年生に 「幾何初歩」が記されて以来、

「幾何学初歩」「幾何ノ初歩」などの言葉が教授要目などの文書に見られている。

その第 1には、明治 35年の中学校教授要目で廃されるまで、中学校 1年 にあった幾何学初歩を見る

ことができる。これは、「幾何学二於テハ其論法ノ大二異ナルノミナラズ其論ズル所ノ事物二付テ生徒

ノ思想未ダ明瞭ナラズ」
°)という論証幾何を教える際の困難を緩和するためのものである。第 2に は、

明治 28年 の高等女学校規程に 「幾何ノ初歩ヲ授クルコトヲ得」と記されて以来、男子の中学校に比べ

て時間数が少ない中で、大正 9年 に単に 「幾何」となるまでの期間、「初歩」という言葉でその程度が

相対的に低いものであることを表わしたものである。これに準ずる使い方としては、明治 25年 の尋常

師範学校簡易科規程での 「幾何ノ初歩」が見られる。

このように、「幾何の初歩」という言葉は、その科目の目的として

1)論 証への準備として実験実測などにより、用語に慣れ、論証への動機付けを行なう活動を行なう。

2)時 間がないので、図形に関する知識 ・技能を手際良く教える。

との 2者 として区別することができる。
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